
　

と
聞
け
ば
、
今
年
逝
去
三
〇
年

を
迎
え
た
親
父
を
思
い
出
し
ま

す
。
生
前
、
親
父
が
愛
飲
し
て
い

た
ス
コ
ッ
チ
・
ウ
イ
ス
キ
ー
で
、

独
特
の
陶
器
の
ボ
ト
ル
を
ご
記
憶

の
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

明
治
維
新
以
降
、
日
本
に
初
め

て
ウ
イ
ス
キ
ー
が
輸
入
さ
れ
た
の

は
一
八
七
一
年
と
い
わ
れ
て
お

り
、
今
年
で
丁
度
一
五
〇
年
を
迎

え
ま
す
が
、
そ
の
時
す
で
に「T

he 

K
ing of K

ings

（
キ
ン
グ
・
オ
ブ
・

キ
ン
グ
ス
）」も
一
緒
に
輸
入
さ
れ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
が
バ
ブ
ル
の
絶
頂
期
、
こ

の「The K
ing of K

ings

」も
高
級

ウ
イ
ス
キ
ー
と
し
て
、
全
国
の
お

店
に
並
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、
今

か
ら
四
〇
年
ほ
ど
前
に
製
造
が
中

止
さ
れ
、
今
で
は
極
め
て
貴
重
な

一
品
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

以
前
あ
る
方
か
ら
こ
の
ウ
イ
ス

キ
ー
を
頂
戴
し
て
非
常
に
懐
か
し

い
記
憶
と
と
も
に
、
笑
顔
で
グ
ラ

ス
を
傾
け
る
親
父
を
思
い
出
し
た

次
第
で
す
。

　

十
二
月
に
入
り
、
わ
た
し
た
ち

は
御
子
イ
エ
ス
の
ご
誕
生
を
待
ち

望
む
ア
ド
ベ
ン
ト
を
迎
え
ま
し
た
。

　

わ
た
し
た
ち
が
待
ち
つ
づ
け
る

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
も
ま
たT

he 

K
ing of K

ings

と
言
わ
れ
、
世
界

中
で
崇
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
一
体
、
世
界
中
で
ど

れ
ほ
ど
多
く
の
王
様
が
主
イ
エ
ス

の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
十
字
架
の
前

で
宣
誓
し
た
で
し
ょ
う
。
一
体
ど

れ
ほ
ど
多
く
の
男
女
が
、
こ
の
十

字
架
を
前
に
し
て
永
遠
の
愛
を
誓

い
合
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
一
体

ど
れ
ほ
ど
多
く
の
人
々
が
そ
の
前

で
洗
礼
を
受
け
、
そ
し
て
十
字
架

を
仰
ぎ
つ
つ
天
国
へ
と
旅
立
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う…

。

　

今
年
用
い
た
聖
書
日
課
Ｂ
年
最

後
の
福
音
書
は
有
名
な
主
イ
エ
ス

の
エ
ル
サ
レ
ム
ご
入
城
の
物
語
で

す
が
、
こ
の
物
語
の
中
に
主
イ
エ

ス
が
神
様
か
ら
与
え
ら
れ
た
使
命

が
明
確
に
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
時
の
イ
ス
ラ
エ
ル
は
ロ
ー
マ

帝
国
に
占
領
統
治
さ
れ
た
状
態

で
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
誰
も
が
イ
ス
ラ

エ
ル
の
黄
金
時
代
を
築
い
た
ダ
ビ

デ
や
ソ
ロ
モ
ン
の
よ
う
な
逞
し
い

王
様
、
に
っ
く
き
ロ
ー
マ
帝
国
を

駆
逐
し
て
く
れ
る
最
強
の
王
様
の

到
来
を
待
ち
望
ん
で
お
り
ま
し
た
。

　

従
っ
て
主
イ
エ
ス
が
ご
入
城
さ

れ
た
時
、
エ
ル
サ
レ
ム
の
大
群
衆

は
か
つ
て
の
ダ
ビ
デ
・
ソ
ロ
モ
ン

の
凱
旋
帰
国
よ
ろ
し
く
棕
櫚
の
葉

を
か
ざ
し
て「
ホ
サ
ナ
・
ホ
サ
ナ

（
万
歳
）」と
叫
び
つ
つ
、
歓
喜
の
う

ち
に
主
イ
エ
ス
を
迎
え
入
れ
た
の

で
す
。

　

と
は
い
え
主
イ
エ
ス
が
エ
ル
サ

レ
ム
に
お
入
り
に
な
っ
た
時
、
群

衆
や
弟
子
た
ち
で
さ
え「
ア
レ
ッ
」

と
思
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
な
ぜ

な
ら
ダ
ビ
デ
・
ソ
ロ
モ
ン
は
颯
爽

と
馬
に
跨
っ
て
剣
を
か
ざ
し
な
が

ら
の
凱
旋
帰
国
で
し
た
が
、
今
巷

で
話
題
の
イ
エ
ス
と
い
う
男
は
馬

で
は
な
く
、
戦
で
は
全
く
使
い
も

の
に
な
ら
な
い
た
だ
重
荷
を
運
ぶ

だ
け
の
ロ
バ
、
し
か
も
子
ロ
バ
に

乗
っ
て
の
ご
入
城
で
し
た
。

　

こ
こ
に
神
様
が
主
イ
エ
ス
に
与

え
ら
れ
た
使
命
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

イ
ス
ラ
エ
ル
に
幾
多
の
勝
利
を

も
た
ら
し
た
ダ
ビ
デ
・
ソ
ロ
モ
ン

は
剣
を
か
ざ
し
て
の
凱
旋
で
し
た

が
、
所
詮
そ
れ
は
イ
ス
ラ
エ
ル
と

い
う
一
国
の
勝
利
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
に
対
し
て
主
イ
エ
ス
が
担

わ
れ
た
神
の
使
命
、
そ
れ
は
世
界

中
の
人
々
の
贖
い
と
し
て
自
ら
十

字
架
と
い
う
ご
受
難
に
向
か
わ
れ

る
こ
と
で
し
た
。

　

そ
れ
ゆ
え
二
千
年
後
の
今
も

尚
、
世
界
中
で
二
十
億
以
上
も
の

人
々
が
イ
エ
ス
の
事
をThe K

ing 

of K
ings

と
称
え
て
い
る
の
で
す
。

　

私
た
ち
も「
王
の
中
の
ま
こ
と
の

王
」を
迎
え
る
べ
く
、
ア
ド
ベ
ン
ト

の
こ
の
節
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
心
の

中
で
ふ
か
ふ
か
の
飼
い
葉
桶
を
用

意
し
た
い
も
の
で
す
。
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鳩
だ
よ
り

鳩
だ
よ
り
《
敬
称
略
》

十
月
十
日
（
日
）

　

マ　

リ　

ア　

村　

上　

み
ゆ
き

神
戸
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会

十
月
二
十
四
日
（
日
）

　

ビ　

ー　

ド　

藤　

田　

浩　

二

富
岡
キ
リ
ス
ト
教
会

十
月
三
十
一
日
（
日
）

　

ア
ン
ト
ニ
オ　

豊　

田　

稔　

人

福
山
諸
聖
徒
教
会

八
月
一
日
（
日
）

　

司
祭 

ア
ン
デ
レ 

松　

尾　

常　

雄

神
戸
教
区
出
身
・
勤
務
、

ブ
ラ
ジ
ル
聖
公
会
退
職
聖
職

十
月
十
八
日
（
月
）

　

ユ　

ニ　

ケ　

牧　

岡　

弘　

子

神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会

　

ア
ン
デ
レ　

戸　

塚　

政　

昭

岡
山
聖
オ
ー
ガ
ス
チ
ン
教
会

十
月
二
十
三
日
（
土
）

　

マ　

リ　

ア　

松　

野　

裕　

子

松
山
聖
ア
ン
デ
レ
教
会

　

二
〇
二
一
年
十
月
十
六（
土
）
十

時
三
十
分
〜
十
二
時
過
ぎ
に
か
け

て
、
瀬
戸
内
伝
道
区
各
教
会
礼
拝
堂

に
て
、
初
の
リ
モ
ー
ト
で
の
伝
道
区

信
徒
修
養
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
修
養
会
で
は
開
会
礼
拝
の

後
、
宮
田
裕
三
執
事
を
講
師
に
お
迎

え
し
て
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

を
用
い
た
礼
拝
や
集
会
の
展
望
」と

い
う
主
題
の
下
で
お
話
を
聞
き
ま
し

た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
の

礼
拝
・
交
流
は
新
鮮
で
、
講
話
は
参

考
と
な
り
、
良
き
学
び
と
な
り
ま
し

た
。
約
二
十
名
参
加
。

　

今
回
は
ク
リ
ス
マ
ス
に
関
す
る
本

を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
た
く

さ
ん
の
人
と
の
パ
ー
テ
ィ
ー
等
が
許

さ
れ
な
い
今
、
一
人
静
か
に
ク
リ
ス

マ
ス
を
過
ご
す
時
の
お
供
に
な
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
は「
歌
の
祭
り
」と
言

え
ま
す
。
こ
の
ご
時
世
、
ク
リ
ス

マ
ス
キ
ャ
ロ
ル
を
歌
え
る
か
微
妙

で
す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
解
説
を
読

ん
で
気
分
だ
け
は
高
め
た
い
も
の

で
す
。
聖
歌
・
賛
美
歌
を
中
心

に
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
関
わ
る
有
名

な
ク
ラ
シ
ッ
ク
ま
で
、
コ
ン
パ
ク

ト
に
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

曲
順
が
教
会
の
暦
に
従
い
並
べ
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
教
会
の
時
間

軸
に
し
た
が
っ
て
ク
リ
ス
マ
ス
の

意
味
を
学
べ
ま
す
。
付
録
と
し

て
、
解
説
さ
れ
た
曲
が
入
っ
た
Ｃ

Ｄ
が
付
い
て
い
ま
す
。
目
だ
け
で

な
く
耳
か
ら
も
楽
し
め
る
様
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

名
探
偵
ポ
ワ
ロ
シ
リ
ー
ズ
な
ど
で

有
名
な
推
理
小
説
作
家
ア
ガ
サ
・
ク

リ
ス
テ
ィ
ー
が
記
し
た
心
温
ま
る
短

編
集
で
、
ミ
ス
テ
リ
ー
物
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ク
リ
ス
マ
ス
に
ま
つ
わ
る

出
来
事
を
題
材
に
短
い
物
語
や
短
い

詩
十
一
編
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

物
語
の
最
後
に
は
、
ほ
ろ
り
と
し
た

オ
チ
が
付
い
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
、

推
理
小
説
作
家
ら
し
い
一
面
を
の
ぞ

か
せ
て
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｆ
界
の
巨
匠
ア
イ
ザ
ッ
ク
・
ア

シ
モ
フ
が
編
著
し
た
短
編
集
で
す
。

内
容
は
Ｓ
Ｆ
で
は
な
く
、
む
し
ろ
ク

リ
ス
マ
ス
の
出
来
事
や
ク
リ
ス
マ
ス

イ
ベ
ン
ト
に
絡
ん
で
起
こ
る
様
々
な

事
件
を
爽
快
に
解
決
し
て
い
く
ミ
ス

テ
リ
ー
仕
立
て
の
小
品
で
す
。
と
は

い
え
、
色
々
な
ク
リ
ス
マ
ス
の
習
わ

し
が
物
語
の
根
底
に
潜
ん
で
お
り
、

謎
解
き
す
る
こ
と
で
ク
リ
ス
マ
ス
や

キ
リ
ス
ト
教
の
文
化
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
ク
リ
ス
マ

ス
の
豆
知
識
が
な
く
て
も
十
分
に
楽

し
め
る
一
冊
で
す
。

 
＊１月の記念逝去教役者

１日
３日
３日
３日
５日
６日
６日
10日
11日
12日
12日
15日
15日
17日
18日
18日
19日
22日
25日
27日
27日
27日

司 祭
司　祭
司 祭
主 教
司　祭
伝道師
司 祭
司　祭
宣教師
司 祭
宣教師
司　祭
司 祭
司　祭
宣教師
伝道師
司　祭
司 祭
司　祭
執 事
司 祭
伝道師

ウイリアム
パウロ

ウイリアム
ステパノ
ルデア
ヨシュア

オーガスチン
ジェシー
ヨハネ
ステラ
ヨハネ

ヨハネ
エセル
マリア
ペテロ

オーガスチン

グ レ イ
辻 井 　 亨
横 田 金 熊
オードレー
福島国五郎
武 田 八 重
小 南 晶 一
林 普 佐 夫
ヴォールズ
信 岡 修 吉
ダブルデー
寺 本 房 吉
中 野 忠 治
八代欽之允
ヒ ュ ー ス
津 口 和 子
宇野秀太郎
小 林 貞 治
大 原 辰 三
秋 田 温 人
松 田 真 澄
今 村 　 幸

１月の教区関係教役者
逝去記念聖餐式

日時　2022年１月６日（木）午前10：30
場所　神戸聖ミカエル大聖堂
司式　主教　小林　尚明
説教　司祭　上原　信幸

司
祭　

バ
ジ
ル　

八
　
代
　
　
　
智

The K
ing of K

ings
The K

ing of K
ings

ご
　
　
逝
　
　
去

祝
　
　
堅
　
　
信

クリスマス号

瀬
戸
内
伝
道
区

※中止の場合がございます。恐れ入りますが、
ご出席される方は、事前に教区事務所まで
お問合せ下さい。よろしくお願い致します。
教区事務所　TEL.078－351－5469

ク
リ
ス
マ
ス
お
す
す
め
文
庫

川
端
純
四
郎・関
谷
直
人
編
著

キ
リ
ス
ト
新
聞
社

『
ク
リ
ス
マ
ス
音
楽
ガ
イ
ド・

ク
リ
ス
マ
ス・シ
ー
ズ
ン
に

歌
い
た
い
音
楽
五
十
選
』

ア
ガ
サ・ク
リ
ス
テ
ィ
ー

早
川
書
房

『
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
の
星
』

ア
イ
ザ
ッ
ク・ア
シ
モ
フ

新
潮
文
庫

『
ク
リ
ス
マ
ス
十
二
の

ミ
ス
テ
リ
ー
』

2021年12月１日 発行（４）第72巻第12号（通算677号）　2021年12月１日 発行（１）第72巻第12号（通算677号）

（                                         

）

神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会
主
日
勤
務

八
代
学
院
理
事
長

（
司
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一
郎
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坪
井
　
智
）
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「
悪
い
奴
の
明
日
に
期
待
す
る
」

　

十
月
九
日（
土
）大
聖
堂
で
、
八

代
学
院
主
催「
創
立
者
ミ
カ
エ
ル

八
代
斌
助
主
教
逝
去
五
十
周
年

記
念
礼
拝
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
礼
拝
は
、
昨
年
十
月
に
予

定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
で
今
年
に
延
期
に
な
っ
て

い
た
も
の
で
す
。
丁
度
、
逝
去

二
十
五
年
に
出
版
さ
れ
た
永
田

秀
郎
著『
跪
く
ひ
と
八
代
斌
助
』

か
ら
引
用
し
な
が
ら
説
教
し
ま

し
た
。

　

斌
助
主
教
の
父
欽
之
允
は
、

明
治
二
十
六
年
秋
田
県
か
ら
小

学
校
長
と
し
て
、
苫
小
牧
か
ら

東
へ
約
三
十
キ
ロ
の
鵡
川（
む
か

わ
）に
行
き
ま
す
が
、
そ
こ
で
不

幸
な
出
来
事
に
出
会
い
、
明
治

二
十
九
年
平
取
の
聖
公
会
に
い

る
バ
チ
ェ
ラ
ー
に
よ
り
キ
リ
ス

ト
教
信
仰
に
入
り
ま
す
。
そ
し

て
函
館
の
神
学
塾
で
学
び
、
そ

の
地
で
明
治
三
十
三
年
三
月
三

日
、
八
代
斌
助
は
誕
生
し
ま
す
。

　

大
正
六
年
、
斌
助
十
七
歳
の

時
、
函
館
の
ラ
ン
グ
宣
教
師
の

下
で
、
一
年
間
学
び
ま
す
。
ラ

ン
グ
の
期
待
に
よ
っ
て
立
教
大

学
予
科
に
入
学
し
ま
す
が
、
授

業
は
退
屈
で
、
両
国
の
出
羽
の

海
部
屋
通
い
、
相
撲
に
う
つ
つ

を
ぬ
か
し
ま
す
。
母
ヨ
シ
の
死

も
あ
り
、
家
計
を
助
け
る
た
め

青
島
に
渡
り
、
魚
の
行
商
な
ど

を
し
ま
す
が
、
生
活
が
成
り
立

ち
ま
せ
ん
。
た
ま
た
ま
入
っ
た

聖
公
会
の
教
会
で
、
英
国
人
エ

ド
ワ
ー
ド
に
助
け
ら
れ
、
そ
の

教
会
で
聖
書
の
講
義
や
ク
リ
ス

マ
ス
礼
拝
も
行
い
ま
す
が
、
日

本
に
帰
っ
て
、
神
学
を
も
っ
と

学
ぶ
よ
う
に
諭
さ
れ
、
帰
国
し

ま
す
。

　

父
欽
之
允
は
、
リ
ュ
ウ
マ
チ

が
癒
え
ず
、
た
ま
た
ま
神
戸
地

方
部
の
傍
ら
、
北
海
道
地
方
部

の
管
理
監
督（
現
在
の
主
教
）に
な

っ
た
フ
ォ
ス
に
南
国
へ
の
転
勤

を
希
望
し
、
高
知
聖
公
会
へ
の

転
勤
が
決
ま
り
ま
す
。
そ
し
て

父
に
同
行
し
た
斌
助
は
、
フ
ォ

ス
の
期
待
に
よ
り
、
姫
路
顕
栄

教
会
の
伝
道
師
補
に
用
い
ら
れ

ま
す
。
一
年
後
に
や
っ
て
来
た

バ
ジ
ル
監
督
に
斌
助
は
、
長
老

（
現
司
祭
）に
叙
任
さ
れ
ま
す
。
そ

し
て
、
周
り
の
斌
助
へ
の
批
判

を
聞
き
つ
つ
も
、
バ
ジ
ル
は
斌

助
の
将
来
を
信
じ
て
、
ケ
ラ
ム

神
学
校
に
留
学
さ
せ
ま
す
。

　

こ
の
説
教
を
考
え
始
め
た
時

か
ら
、
斌
助
主
教
の
長
男
で
、

今
年
逝
去
三
十
年
を
迎
え
た
欽

一
主
教
の『
キ
リ
ス
ト
教
と
い
う

の
は
、
悪
い
奴
の
明
日
に
期
待

す
る
宗
教
じ
ゃ
』の
声
が
、
私
の

心
に
響
い
て
い
ま
し
た
。
若
者

た
ち
の
明
日
に
期
待
す
る
主
教

で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
神
戸
教
区
主
教
）

　

マ
ニ
ラ
で
も
セ
ブ
で
も
、
十
月

に
な
れ
ば
巷
に
ク
リ
ス
マ
ス
の
装

飾
が
増
え
は
じ
め
、
町
行
く
人
々

の
間
に
い
や
が
う
え
に
も
ク
リ
ス

マ
ス
の
雰
囲
気
が
満
ち
始
め
ま

す
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
「
世
界
で
最

も
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
」
が
祝
わ
れ

る
と
称
さ
れ
る
所
以
で
す
。
一
方
、

人
々
が
ク
リ
ス
マ
ス
を
祝
う
宗
教

的
雰
囲
気
は
同
一
で
も
、
都
会
を

離
れ
聖
公
会
の
中
心
地
コ
ー
デ
リ

ア
山
岳
地
帯
の
村
々
に
は
、
教
会

生
活
を
締
め
く
く
る
静
か
で
豊
か

な
日
々
（
特
に
夜
）
が
訪
れ
ま
す
。

　

都
会
で
も
田
舎
で
も
、
必
ず
ク

リ
ス
マ
ス
前
に
飾
ら
れ
る
の
が

「
パ
ロ
ル
」（
星
の
形
を
し
た
デ
コ

レ
ー
シ
ョ
ン
）
で
す
。
都
会
で
は

大
き
な
星
形
の
中
に
イ
リ
ュ
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
が
輝
き
、
貧
し
い
村

で
も
そ
れ
な
り
に
竹
で
作
っ
た
星

形
の
骨
組
み
に
紙
を
貼
っ
た
な
か

な
か
立
派
な
パ
ロ
ル
が
、
家
の
梁

や
竹
林
に
ひ
る
が
え
り
ま
す
。
私

は
長
い
間
、
パ
ロ
ル
は
フ
ィ
リ
ピ

ン
に
独
特
の
も
の
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
ス
ペ
イ
ン
に
行
っ
た
時

に
、
同
様
の
も
の
を
見
つ
け
、
こ

れ
が
実
は
イ
ス
ラ
ム
王
国
（
ア
ン

ダ
ル
ス
）
が
イ
ベ
リ
ア
半
島
を
支

配
し
て
い
た
頃
、
イ
ス
ラ
ム
文
化

圏
か
ら
移
植
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

不
思
議
な
こ
と
に
イ
ス
ラ
ム
の

文
化
で
も
中
国
の
伝
統
で
も
、
パ

ロ
ル
は
「
将
来
の
希
望
」
の
象
徴

で
、
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
と
し
て
の

パ
ロ
ル
も
「
希
望
の
星
」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
幸
福
で
も
不
幸
で

も
、
豊
か
で
も
貧
し
く
と
も
、
ク

リ
ス
マ
ス
の
夜
の
星
は
人
々
を
、

清
ら
か
な
「
希
望
」
に
導
く
の
で

し
ょ
う
。

　

イ
ベ
リ
ア
半
島
で
失
地
回
復
し

た
カ
ト
リ
ッ
ク
勢
力
が
、
こ
れ
を

ク
リ
ス
マ
ス
の
飾
り
と
し
て
用
い

た
の
で
し
ょ
う
。
時
は
「
大
航
海

時
代
」、
イ
ザ
ベ
ラ
女
王
が
マ
ジ
ェ

ラ
エ
ス
遠
征
艦
隊
を
支
援
し
、
艦

隊
が
セ
ブ
島
に
到
達
し
、
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
の
宣
教
が
始
ま
っ
た

頃
、
既
に
中
国
か
ら
や
っ
て
来
た

竹
飾
り
の
風
習
（
あ
る
い
は
イ
ス

ラ
ム
文
化
か
ら
も
直
接
影
響
を
受

け
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
？
）

と
融
合
し
て
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
パ

ロ
ル
の
伝
統
が
形
成
さ
れ
て
ゆ
き

ま
す
。
パ
ロ
ル
は
世
界
史
の
壮
大

な
物
語
が
、
ア
ジ
ア
の
小
さ
な
島

に
残
し
て
い
っ
た
痕
跡
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
国
の
ク
リ
ス
マ
ス
は
喧
騒

と
派
手
な
装
飾
の
イ
メ
ー
ジ
で
語

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、

パ
ロ
ル
の
物
語
は
そ
れ
だ
け
に
と

ど
ま
り
ま
せ
ん
。
一
九
八
五
年
は

イ
ザ
ベ
ラ
州
の
タ
バ
コ
産
業
の
衰

退
か
ら
小
作
争
議
が
頻
発
し
、
地

主
が
雇
っ
た
政
府
系
民
兵
に
よ
る

小
作
村
襲
撃
事
件
が
発
生
し
ま
し

た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
の
イ
ン
フ
ァ
ン

タ
大
司
教
は
、
教
会
へ
の
人
々
の

往
来
の
安
全
が
守
れ
な
い
の
で
、

史
上
初
め
て
「
今
年
は
ク
リ
ス
マ

ス
を
祝
う
こ
と
が
出
来
な
い
」
と

い
う
宣
言
を
出
し
、
世
界
の
キ
リ

ス
ト
者
を
震
撼
さ
せ
ま

し
た
。

　

そ
れ
で
も
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
会
の
四
人
の
シ
ス

タ
ー
た
ち
が
、
現
地
の

コ
コ
椰
子
農
園
の
中
に

あ
る
修
道
院
を
解
放
し

て
、
子
供
た
ち
の
ク
リ

ス
マ
ス
会
を
開
く
と
言

う
の
で
、
私
も
マ
ニ
ラ

か
ら
参
加
し
ま
し
た
。

会
場
は
か
な
り
深
い
椰

子
の
森
の
中
に
あ
り
、
木
々
に
ぶ

ら
下
げ
て
あ
る
何
十
も
の
手
製
の

パ
ロ
ル
が
道
し
る
べ
で
す
。「
星

に
導
か
れ
て
」
コ
コ
ナ
ッ
ツ
で

造
っ
た
「
ご
生
誕
の
ク
リ
ブ
」
ま

で
導
か
れ
、
大
変
感
動
し
た
こ
と

を
思
い
出
し
ま
す
。
危
険
な
時
代

で
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
に
パ
ロ
ル

の
希
望
の
光
は
よ
り
輝
い
て
、
こ

の
国
の
人
々
へ
の
神
の
愛
を
示
し

て
い
た
よ
う
で
し
た
。

　

九
月
十
八
日（
土
）、
十
月
十
六

日（
土
）、
十
月
三
十
日（
土
）と
、

三
回
に
渡
っ
て
オ
ン
ラ
イ
ン

（
Z
O
O
M
）で「
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
教
会
・
今
を
ど
の
よ
う
に
生

き
る
か
」と
題
し
て
教
役
者
・
信

徒
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
一
回
目
は
與
賀
田
司
祭
か
ら

「
英
国
に
お
け
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

と
教
会
」と
題
し
て
、
英
国
で
経

験
さ
れ
た
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
の
実
体

験
と
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
禍
の
英
国
の

教
会
の
歩
み
や
礼
拝
方
法
な
ど
に

つ
い
て
紹
介
を
し
て
頂
き
ま
し

た
。
英
国
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
と
日

本
の
緊
急
事
態
宣
言
の
内
容
の
違

い
に
多
く
の
方
が
驚
か
れ
て
い
ま

し
た
。

　

第
二
回
目
は
永
野
司
祭
か
ら

「『
神
と
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
』か
ら
学

ぶ
」と
題
し
て
、
英
国
国
教
会
の

ト
ム
・
ラ
イ
ト
主
教
の
著
書
か
ら

旧
約
聖
書
や
新
約
聖
書
の
中
か
ら

「
禍
い
」を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の

か
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

　

第
三
回
目
は
林
司
祭
で
、
ド
イ

ツ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
神
学
者
ク
ラ

ウ
ス
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
ト
ッ
シ
ュ

師
が
書
い
た『
神
が
い
る
な
ら
な

ぜ
悪
が
あ
る
の
か
』と
い
う
著
書

か
ら
神
様
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、

苦
し
み
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の

か
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

　

三
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
通
し
て
、

共
通
し
て
出
て
き
た
の
は「
神
様

が
共
に
お
ら
れ
る
」と
い
う
言
葉

で
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
私
た
ち
は

教
会
に
集
え
な
い
こ
と
や
陪
餐
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
等
の
苦

し
み
や
悲
し
み
や
制
約
の
中
を
歩

ん
で
い
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
中

に
も
神
様
が
共
に
お
ら
れ
、
神
様

も
共
に
苦
し
ん
で
お
ら
れ
る
の
で

す
。
私
た
ち
に
は
、
い
つ
も
近
く

に
神
様
が
お
ら
れ
共
に
歩
ん
で
く

だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、

希
望
を
持
っ
て
、
時
に
は
神
様
に

嘆
き
、
訴
え
な
が
ら
、
祈
り
を
大

切
に
し
な
が
ら
共
に
歩
み
た
い
と

感
じ
ま
し
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
セ
ミ
ナ
ー
開

催
は
初
め
て
で
し
た
が
、
第
一
回

目
は
二
十
七
名
、
第
二
回
目
は
十

八
名
、
第
三
回
目
は
二
十
二
名
の

方
が
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
り
な
が
ら
オ

ン
ラ
イ
ン
上
で
顔
を
合
わ
せ
て
集

ま
り
を
持
て
た
こ
と
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
苦
し
み
の
中
か
ら
生
ま
れ
た

恵
み
だ
と
実
感
し
、
出
席
し
て
頂

い
た
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
三
回
そ
れ
ぞ
れ
の
講
演
内

容
は
、
神
学
塾
運
営
委
員
会
の

Y
o
u
T
u
b
e
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
て

動
画
と
し
て
配
信
し
て
い
ま
す
。

Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
い
た

だ
く
か
、
教
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

に
あ
る「
神
学
塾
運
営
委
員
会
」の

ペ
ー
ジ
か
ら
も
動
画
を
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
多
く
の
皆
様

に
観
て
い
た
だ
き
、
コ
ロ
ナ
禍
に

あ
る
私
た
ち
と
共
に
神
様
が
お
ら

れ
る
こ
と
を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

神
学
塾
運
営
委
員
会
主
催

教
役
者
・
信
徒
セ
ミ
ナ
ー

フ
ィ
リ
ピ
ン
の

ク
リ
ス
マ
ス

（                     

）

神
学
塾
運
営
委
員

司
祭 

杉
野
達
也

（
司
祭 

遠
藤
雅
己
）
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「
悪
い
奴
の
明
日
に
期
待
す
る
」

　

十
月
九
日（
土
）大
聖
堂
で
、
八

代
学
院
主
催「
創
立
者
ミ
カ
エ
ル

八
代
斌
助
主
教
逝
去
五
十
周
年

記
念
礼
拝
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
礼
拝
は
、
昨
年
十
月
に
予

定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
で
今
年
に
延
期
に
な
っ
て

い
た
も
の
で
す
。
丁
度
、
逝
去

二
十
五
年
に
出
版
さ
れ
た
永
田

秀
郎
著『
跪
く
ひ
と
八
代
斌
助
』

か
ら
引
用
し
な
が
ら
説
教
し
ま

し
た
。

　

斌
助
主
教
の
父
欽
之
允
は
、

明
治
二
十
六
年
秋
田
県
か
ら
小

学
校
長
と
し
て
、
苫
小
牧
か
ら

東
へ
約
三
十
キ
ロ
の
鵡
川（
む
か

わ
）に
行
き
ま
す
が
、
そ
こ
で
不

幸
な
出
来
事
に
出
会
い
、
明
治

二
十
九
年
平
取
の
聖
公
会
に
い

る
バ
チ
ェ
ラ
ー
に
よ
り
キ
リ
ス

ト
教
信
仰
に
入
り
ま
す
。
そ
し

て
函
館
の
神
学
塾
で
学
び
、
そ

の
地
で
明
治
三
十
三
年
三
月
三

日
、
八
代
斌
助
は
誕
生
し
ま
す
。

　

大
正
六
年
、
斌
助
十
七
歳
の

時
、
函
館
の
ラ
ン
グ
宣
教
師
の

下
で
、
一
年
間
学
び
ま
す
。
ラ

ン
グ
の
期
待
に
よ
っ
て
立
教
大

学
予
科
に
入
学
し
ま
す
が
、
授

業
は
退
屈
で
、
両
国
の
出
羽
の

海
部
屋
通
い
、
相
撲
に
う
つ
つ

を
ぬ
か
し
ま
す
。
母
ヨ
シ
の
死

も
あ
り
、
家
計
を
助
け
る
た
め

青
島
に
渡
り
、
魚
の
行
商
な
ど

を
し
ま
す
が
、
生
活
が
成
り
立

ち
ま
せ
ん
。
た
ま
た
ま
入
っ
た

聖
公
会
の
教
会
で
、
英
国
人
エ

ド
ワ
ー
ド
に
助
け
ら
れ
、
そ
の

教
会
で
聖
書
の
講
義
や
ク
リ
ス

マ
ス
礼
拝
も
行
い
ま
す
が
、
日

本
に
帰
っ
て
、
神
学
を
も
っ
と

学
ぶ
よ
う
に
諭
さ
れ
、
帰
国
し

ま
す
。

　

父
欽
之
允
は
、
リ
ュ
ウ
マ
チ

が
癒
え
ず
、
た
ま
た
ま
神
戸
地

方
部
の
傍
ら
、
北
海
道
地
方
部

の
管
理
監
督（
現
在
の
主
教
）に
な

っ
た
フ
ォ
ス
に
南
国
へ
の
転
勤

を
希
望
し
、
高
知
聖
公
会
へ
の

転
勤
が
決
ま
り
ま
す
。
そ
し
て

父
に
同
行
し
た
斌
助
は
、
フ
ォ

ス
の
期
待
に
よ
り
、
姫
路
顕
栄

教
会
の
伝
道
師
補
に
用
い
ら
れ

ま
す
。
一
年
後
に
や
っ
て
来
た

バ
ジ
ル
監
督
に
斌
助
は
、
長
老

（
現
司
祭
）に
叙
任
さ
れ
ま
す
。
そ

し
て
、
周
り
の
斌
助
へ
の
批
判

を
聞
き
つ
つ
も
、
バ
ジ
ル
は
斌

助
の
将
来
を
信
じ
て
、
ケ
ラ
ム

神
学
校
に
留
学
さ
せ
ま
す
。

　

こ
の
説
教
を
考
え
始
め
た
時

か
ら
、
斌
助
主
教
の
長
男
で
、

今
年
逝
去
三
十
年
を
迎
え
た
欽

一
主
教
の『
キ
リ
ス
ト
教
と
い
う

の
は
、
悪
い
奴
の
明
日
に
期
待

す
る
宗
教
じ
ゃ
』の
声
が
、
私
の

心
に
響
い
て
い
ま
し
た
。
若
者

た
ち
の
明
日
に
期
待
す
る
主
教

で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
神
戸
教
区
主
教
）

　

マ
ニ
ラ
で
も
セ
ブ
で
も
、
十
月

に
な
れ
ば
巷
に
ク
リ
ス
マ
ス
の
装

飾
が
増
え
は
じ
め
、
町
行
く
人
々

の
間
に
い
や
が
う
え
に
も
ク
リ
ス

マ
ス
の
雰
囲
気
が
満
ち
始
め
ま

す
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
「
世
界
で
最

も
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
」
が
祝
わ
れ

る
と
称
さ
れ
る
所
以
で
す
。
一
方
、

人
々
が
ク
リ
ス
マ
ス
を
祝
う
宗
教

的
雰
囲
気
は
同
一
で
も
、
都
会
を

離
れ
聖
公
会
の
中
心
地
コ
ー
デ
リ

ア
山
岳
地
帯
の
村
々
に
は
、
教
会

生
活
を
締
め
く
く
る
静
か
で
豊
か

な
日
々
（
特
に
夜
）
が
訪
れ
ま
す
。

　

都
会
で
も
田
舎
で
も
、
必
ず
ク

リ
ス
マ
ス
前
に
飾
ら
れ
る
の
が

「
パ
ロ
ル
」（
星
の
形
を
し
た
デ
コ

レ
ー
シ
ョ
ン
）
で
す
。
都
会
で
は

大
き
な
星
形
の
中
に
イ
リ
ュ
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
が
輝
き
、
貧
し
い
村

で
も
そ
れ
な
り
に
竹
で
作
っ
た
星

形
の
骨
組
み
に
紙
を
貼
っ
た
な
か

な
か
立
派
な
パ
ロ
ル
が
、
家
の
梁

や
竹
林
に
ひ
る
が
え
り
ま
す
。
私

は
長
い
間
、
パ
ロ
ル
は
フ
ィ
リ
ピ

ン
に
独
特
の
も
の
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
ス
ペ
イ
ン
に
行
っ
た
時

に
、
同
様
の
も
の
を
見
つ
け
、
こ

れ
が
実
は
イ
ス
ラ
ム
王
国
（
ア
ン

ダ
ル
ス
）
が
イ
ベ
リ
ア
半
島
を
支

配
し
て
い
た
頃
、
イ
ス
ラ
ム
文
化

圏
か
ら
移
植
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

不
思
議
な
こ
と
に
イ
ス
ラ
ム
の

文
化
で
も
中
国
の
伝
統
で
も
、
パ

ロ
ル
は
「
将
来
の
希
望
」
の
象
徴

で
、
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
と
し
て
の

パ
ロ
ル
も
「
希
望
の
星
」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
幸
福
で
も
不
幸
で

も
、
豊
か
で
も
貧
し
く
と
も
、
ク

リ
ス
マ
ス
の
夜
の
星
は
人
々
を
、

清
ら
か
な
「
希
望
」
に
導
く
の
で

し
ょ
う
。

　

イ
ベ
リ
ア
半
島
で
失
地
回
復
し

た
カ
ト
リ
ッ
ク
勢
力
が
、
こ
れ
を

ク
リ
ス
マ
ス
の
飾
り
と
し
て
用
い

た
の
で
し
ょ
う
。
時
は
「
大
航
海

時
代
」、
イ
ザ
ベ
ラ
女
王
が
マ
ジ
ェ

ラ
エ
ス
遠
征
艦
隊
を
支
援
し
、
艦

隊
が
セ
ブ
島
に
到
達
し
、
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
の
宣
教
が
始
ま
っ
た

頃
、
既
に
中
国
か
ら
や
っ
て
来
た

竹
飾
り
の
風
習
（
あ
る
い
は
イ
ス

ラ
ム
文
化
か
ら
も
直
接
影
響
を
受

け
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
？
）

と
融
合
し
て
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
パ

ロ
ル
の
伝
統
が
形
成
さ
れ
て
ゆ
き

ま
す
。
パ
ロ
ル
は
世
界
史
の
壮
大

な
物
語
が
、
ア
ジ
ア
の
小
さ
な
島

に
残
し
て
い
っ
た
痕
跡
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
国
の
ク
リ
ス
マ
ス
は
喧
騒

と
派
手
な
装
飾
の
イ
メ
ー
ジ
で
語

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、

パ
ロ
ル
の
物
語
は
そ
れ
だ
け
に
と

ど
ま
り
ま
せ
ん
。
一
九
八
五
年
は

イ
ザ
ベ
ラ
州
の
タ
バ
コ
産
業
の
衰

退
か
ら
小
作
争
議
が
頻
発
し
、
地

主
が
雇
っ
た
政
府
系
民
兵
に
よ
る

小
作
村
襲
撃
事
件
が
発
生
し
ま
し

た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
の
イ
ン
フ
ァ
ン

タ
大
司
教
は
、
教
会
へ
の
人
々
の

往
来
の
安
全
が
守
れ
な
い
の
で
、

史
上
初
め
て
「
今
年
は
ク
リ
ス
マ

ス
を
祝
う
こ
と
が
出
来
な
い
」
と

い
う
宣
言
を
出
し
、
世
界
の
キ
リ

ス
ト
者
を
震
撼
さ
せ
ま

し
た
。

　

そ
れ
で
も
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
会
の
四
人
の
シ
ス

タ
ー
た
ち
が
、
現
地
の

コ
コ
椰
子
農
園
の
中
に

あ
る
修
道
院
を
解
放
し

て
、
子
供
た
ち
の
ク
リ

ス
マ
ス
会
を
開
く
と
言

う
の
で
、
私
も
マ
ニ
ラ

か
ら
参
加
し
ま
し
た
。

会
場
は
か
な
り
深
い
椰

子
の
森
の
中
に
あ
り
、
木
々
に
ぶ

ら
下
げ
て
あ
る
何
十
も
の
手
製
の

パ
ロ
ル
が
道
し
る
べ
で
す
。「
星

に
導
か
れ
て
」
コ
コ
ナ
ッ
ツ
で

造
っ
た
「
ご
生
誕
の
ク
リ
ブ
」
ま

で
導
か
れ
、
大
変
感
動
し
た
こ
と

を
思
い
出
し
ま
す
。
危
険
な
時
代

で
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
に
パ
ロ
ル

の
希
望
の
光
は
よ
り
輝
い
て
、
こ

の
国
の
人
々
へ
の
神
の
愛
を
示
し

て
い
た
よ
う
で
し
た
。

　

九
月
十
八
日（
土
）、
十
月
十
六

日（
土
）、
十
月
三
十
日（
土
）と
、
三

回
に
渡
っ
て
オ
ン
ラ
イ
ン（
Z
O
O
M
）

で「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
教
会
・

今
を
ど
の
よ
う
に
生
き
る
か
」と

題
し
て
教
役
者
・
信
徒
セ
ミ
ナ
ー

を
行
い
ま
し
た
。

　

第
一
回
目
は
與
賀
田
司
祭
か
ら

「
英
国
に
お
け
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

と
教
会
」と
題
し
て
、
英
国
で
経

験
さ
れ
た
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
の
実
体

験
と
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
禍
の
英
国
の

教
会
の
歩
み
や
礼
拝
方
法
な
ど
に

つ
い
て
紹
介
を
し
て
頂
き
ま
し

た
。
英
国
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
と
日

本
の
緊
急
事
態
宣
言
の
内
容
の
違

い
に
多
く
の
方
が
驚
か
れ
て
い
ま

し
た
。

　

第
二
回
目
は
永
野
司
祭
か
ら

「『
神
と
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
』か
ら
学

ぶ
」と
題
し
て
、
英
国
国
教
会
の

ト
ム
・
ラ
イ
ト
主
教
の
著
書
か
ら

旧
約
聖
書
や
新
約
聖
書
の
中
か
ら

「
禍
い
」を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の

か
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

　

第
三
回
目
は
林
司
祭
で
、
ド
イ

ツ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
神
学
者
ク
ラ

ウ
ス
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
ト
ッ
シ
ュ

師
が
書
い
た『
神
が
い
る
な
ら
な

ぜ
悪
が
あ
る
の
か
』と
い
う
著
書

か
ら
神
様
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、

苦
し
み
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の

か
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

　

三
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
通
し
て
、

共
通
し
て
出
て
き
た
の
は「
神
様

が
共
に
お
ら
れ
る
」と
い
う
言
葉

で
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
私
た
ち
は

教
会
に
集
え
な
い
こ
と
や
陪
餐
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
等
の
苦

し
み
や
悲
し
み
や
制
約
の
中
を
歩

ん
で
い
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
中

に
も
神
様
が
共
に
お
ら
れ
、
神
様

も
共
に
苦
し
ん
で
お
ら
れ
る
の
で

す
。
私
た
ち
に
は
、
い
つ
も
近
く

に
神
様
が
お
ら
れ
共
に
歩
ん
で
く

だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、

希
望
を
持
っ
て
、
時
に
は
神
様
に

嘆
き
、
訴
え
な
が
ら
、
祈
り
を
大

切
に
し
な
が
ら
共
に
歩
み
た
い
と

感
じ
ま
し
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
セ
ミ
ナ
ー
開

催
は
初
め
て
で
し
た
が
、
第
一
回

目
は
二
十
七
名
、
第
二
回
目
は
十

八
名
、
第
三
回
目
は
二
十
二
名
の

方
が
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
り
な
が
ら
オ

ン
ラ
イ
ン
上
で
顔
を
合
わ
せ
て
集

ま
り
を
持
て
た
こ
と
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
苦
し
み
の
中
か
ら
生
ま
れ
た

恵
み
だ
と
実
感
し
、
出
席
し
て
頂

い
た
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
三
回
そ
れ
ぞ
れ
の
講
演
内

容
は
、
神
学
塾
運
営
委
員
会
の

Y
o
u
T
u
b
e
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
て

動
画
と
し
て
配
信
し
て
い
ま
す
。

Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
い
た

だ
く
か
、
教
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

に
あ
る「
神
学
塾
運
営
委
員
会
」の

ペ
ー
ジ
か
ら
も
動
画
を
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
多
く
の
皆
様

に
観
て
い
た
だ
き
、
コ
ロ
ナ
禍
に

あ
る
私
た
ち
と
共
に
神
様
が
お
ら

れ
る
こ
と
を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

神
学
塾
運
営
委
員
会
主
催

教
役
者
・
信
徒
セ
ミ
ナ
ー

フ
ィ
リ
ピ
ン
の

ク
リ
ス
マ
ス

（                     

）

神
学
塾
運
営
委
員

司
祭 

杉
野
達
也

（
司
祭 

遠
藤
雅
己
）
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と
聞
け
ば
、
今
年
逝
去
三
〇
年

を
迎
え
た
親
父
を
思
い
出
し
ま

す
。
生
前
、
親
父
が
愛
飲
し
て
い

た
ス
コ
ッ
チ
・
ウ
イ
ス
キ
ー
で
、

独
特
の
陶
器
の
ボ
ト
ル
を
ご
記
憶

の
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

明
治
維
新
以
降
、
日
本
に
初
め

て
ウ
イ
ス
キ
ー
が
輸
入
さ
れ
た
の

は
一
八
七
一
年
と
い
わ
れ
て
お

り
、
今
年
で
丁
度
一
五
〇
年
を
迎

え
ま
す
が
、
そ
の
時
す
で
に「T

he 

K
ing of K

ings

（
キ
ン
グ
・
オ
ブ
・

キ
ン
グ
ス
）」も
一
緒
に
輸
入
さ
れ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
が
バ
ブ
ル
の
絶
頂
期
、
こ

の「The K
ing of K

ings

」も
高
級

ウ
イ
ス
キ
ー
と
し
て
、
全
国
の
お

店
に
並
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、
今

か
ら
四
〇
年
ほ
ど
前
に
製
造
が
中

止
さ
れ
、
今
で
は
極
め
て
貴
重
な

一
品
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

以
前
あ
る
方
か
ら
こ
の
ウ
イ
ス

キ
ー
を
頂
戴
し
て
非
常
に
懐
か
し

い
記
憶
と
と
も
に
、
笑
顔
で
グ
ラ

ス
を
傾
け
る
親
父
を
思
い
出
し
た

次
第
で
す
。

　

十
二
月
に
入
り
、
わ
た
し
た
ち

は
御
子
イ
エ
ス
の
ご
誕
生
を
待
ち

望
む
ア
ド
ベ
ン
ト
を
迎
え
ま
し
た
。

　

わ
た
し
た
ち
が
待
ち
つ
づ
け
る

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
も
ま
たT

he 

K
ing of K

ings

と
言
わ
れ
、
世
界

中
で
崇
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
一
体
、
世
界
中
で
ど

れ
ほ
ど
多
く
の
王
様
が
主
イ
エ
ス

の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
十
字
架
の
前

で
宣
誓
し
た
で
し
ょ
う
。
一
体
ど

れ
ほ
ど
多
く
の
男
女
が
、
こ
の
十

字
架
を
前
に
し
て
永
遠
の
愛
を
誓

い
合
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
一
体

ど
れ
ほ
ど
多
く
の
人
々
が
そ
の
前

で
洗
礼
を
受
け
、
そ
し
て
十
字
架

を
仰
ぎ
つ
つ
天
国
へ
と
旅
立
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う…

。

　

今
年
用
い
た
聖
書
日
課
Ｂ
年
最

後
の
福
音
書
は
有
名
な
主
イ
エ
ス

の
エ
ル
サ
レ
ム
ご
入
城
の
物
語
で

す
が
、
こ
の
物
語
の
中
に
主
イ
エ

ス
が
神
様
か
ら
与
え
ら
れ
た
使
命

が
明
確
に
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
時
の
イ
ス
ラ
エ
ル
は
ロ
ー
マ

帝
国
に
占
領
統
治
さ
れ
た
状
態

で
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
誰
も
が
イ
ス
ラ

エ
ル
の
黄
金
時
代
を
築
い
た
ダ
ビ

デ
や
ソ
ロ
モ
ン
の
よ
う
な
逞
し
い

王
様
、
に
っ
く
き
ロ
ー
マ
帝
国
を

駆
逐
し
て
く
れ
る
最
強
の
王
様
の

到
来
を
待
ち
望
ん
で
お
り
ま
し
た
。

　

従
っ
て
主
イ
エ
ス
が
ご
入
城
さ

れ
た
時
、
エ
ル
サ
レ
ム
の
大
群
衆

は
か
つ
て
の
ダ
ビ
デ
・
ソ
ロ
モ
ン

の
凱
旋
帰
国
よ
ろ
し
く
棕
櫚
の
葉

を
か
ざ
し
て「
ホ
サ
ナ
・
ホ
サ
ナ

（
万
歳
）」と
叫
び
つ
つ
、
歓
喜
の
う

ち
に
主
イ
エ
ス
を
迎
え
入
れ
た
の

で
す
。

　

と
は
い
え
主
イ
エ
ス
が
エ
ル
サ

レ
ム
に
お
入
り
に
な
っ
た
時
、
群

衆
や
弟
子
た
ち
で
さ
え「
ア
レ
ッ
」

と
思
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
な
ぜ

な
ら
ダ
ビ
デ
・
ソ
ロ
モ
ン
は
颯
爽

と
馬
に
跨
っ
て
剣
を
か
ざ
し
な
が

ら
の
凱
旋
帰
国
で
し
た
が
、
今
巷

で
話
題
の
イ
エ
ス
と
い
う
男
は
馬

で
は
な
く
、
戦
で
は
全
く
使
い
も

の
に
な
ら
な
い
た
だ
重
荷
を
運
ぶ

だ
け
の
ロ
バ
、
し
か
も
子
ロ
バ
に

乗
っ
て
の
ご
入
城
で
し
た
。

　

こ
こ
に
神
様
が
主
イ
エ
ス
に
与

え
ら
れ
た
使
命
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

イ
ス
ラ
エ
ル
に
幾
多
の
勝
利
を

も
た
ら
し
た
ダ
ビ
デ
・
ソ
ロ
モ
ン

は
剣
を
か
ざ
し
て
の
凱
旋
で
し
た

が
、
所
詮
そ
れ
は
イ
ス
ラ
エ
ル
と

い
う
一
国
の
勝
利
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
に
対
し
て
主
イ
エ
ス
が
担

わ
れ
た
神
の
使
命
、
そ
れ
は
世
界

中
の
人
々
の
贖
い
と
し
て
自
ら
十

字
架
と
い
う
ご
受
難
に
向
か
わ
れ

る
こ
と
で
し
た
。

　

そ
れ
ゆ
え
二
千
年
後
の
今
も

尚
、
世
界
中
で
二
十
億
以
上
も
の

人
々
が
イ
エ
ス
の
事
をThe K

ing 

of K
ings

と
称
え
て
い
る
の
で
す
。

　

私
た
ち
も「
王
の
中
の
ま
こ
と
の

王
」を
迎
え
る
べ
く
、
ア
ド
ベ
ン
ト

の
こ
の
節
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
心
の

中
で
ふ
か
ふ
か
の
飼
い
葉
桶
を
用

意
し
た
い
も
の
で
す
。
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鳩
だ
よ
り

鳩
だ
よ
り
《
敬
称
略
》

十
月
十
日
（
日
）

　

マ　

リ　

ア　

村　

上　

み
ゆ
き

神
戸
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会

十
月
二
十
四
日
（
日
）

　

ビ　

ー　

ド　

藤　

田　

浩　

二

富
岡
キ
リ
ス
ト
教
会

十
月
三
十
一
日
（
日
）

　

ア
ン
ト
ニ
オ　

豊　

田　

稔　

人

福
山
諸
聖
徒
教
会

八
月
一
日
（
日
）

　

司
祭 

ア
ン
デ
レ 

松　

尾　

常　

雄

神
戸
教
区
出
身
・
勤
務
、

ブ
ラ
ジ
ル
聖
公
会
退
職
聖
職

十
月
十
八
日
（
月
）

　

ユ　

ニ　

ケ　

牧　

岡　

弘　

子

神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会

　

ア
ン
デ
レ　

戸　

塚　

政　

昭

岡
山
聖
オ
ー
ガ
ス
チ
ン
教
会

十
月
二
十
三
日
（
土
）

　

マ　

リ　

ア　

松　

野　

裕　

子

松
山
聖
ア
ン
デ
レ
教
会

　

二
〇
二
一
年
十
月
十
六（
土
）
十

時
三
十
分
〜
十
二
時
過
ぎ
に
か
け

て
、
瀬
戸
内
伝
道
区
各
教
会
礼
拝
堂

に
て
、
初
の
リ
モ
ー
ト
で
の
伝
道
区

信
徒
修
養
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
修
養
会
で
は
開
会
礼
拝
の

後
、
宮
田
裕
三
執
事
を
講
師
に
お
迎

え
し
て
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

を
用
い
た
礼
拝
や
集
会
の
展
望
」と

い
う
主
題
の
下
で
お
話
を
聞
き
ま
し

た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
の

礼
拝
・
交
流
は
新
鮮
で
、
講
話
は
参

考
と
な
り
、
良
き
学
び
と
な
り
ま
し

た
。
約
二
十
名
参
加
。

　

今
回
は
ク
リ
ス
マ
ス
に
関
す
る
本

を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
た
く

さ
ん
の
人
と
の
パ
ー
テ
ィ
ー
等
が
許

さ
れ
な
い
今
、
一
人
静
か
に
ク
リ
ス

マ
ス
を
過
ご
す
時
の
お
供
に
な
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
は「
歌
の
祭
り
」と
言

え
ま
す
。
こ
の
ご
時
世
、
ク
リ
ス

マ
ス
キ
ャ
ロ
ル
を
歌
え
る
か
微
妙

で
す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
解
説
を
読

ん
で
気
分
だ
け
は
高
め
た
い
も
の

で
す
。
聖
歌
・
賛
美
歌
を
中
心

に
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
関
わ
る
有
名

な
ク
ラ
シ
ッ
ク
ま
で
、
コ
ン
パ
ク

ト
に
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

曲
順
が
教
会
の
暦
に
従
い
並
べ
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
教
会
の
時
間

軸
に
し
た
が
っ
て
ク
リ
ス
マ
ス
の

意
味
を
学
べ
ま
す
。
付
録
と
し

て
、
解
説
さ
れ
た
曲
が
入
っ
た
Ｃ

Ｄ
が
付
い
て
い
ま
す
。
目
だ
け
で

な
く
耳
か
ら
も
楽
し
め
る
様
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

名
探
偵
ポ
ワ
ロ
シ
リ
ー
ズ
な
ど
で

有
名
な
推
理
小
説
作
家
ア
ガ
サ
・
ク

リ
ス
テ
ィ
ー
が
記
し
た
心
温
ま
る
短

編
集
で
、
ミ
ス
テ
リ
ー
物
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ク
リ
ス
マ
ス
に
ま
つ
わ
る

出
来
事
を
題
材
に
短
い
物
語
や
短
い

詩
十
一
編
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

物
語
の
最
後
に
は
、
ほ
ろ
り
と
し
た

オ
チ
が
付
い
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
、

推
理
小
説
作
家
ら
し
い
一
面
を
の
ぞ

か
せ
て
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｆ
界
の
巨
匠
ア
イ
ザ
ッ
ク
・
ア

シ
モ
フ
が
編
著
し
た
短
編
集
で
す
。

内
容
は
Ｓ
Ｆ
で
は
な
く
、
む
し
ろ
ク

リ
ス
マ
ス
の
出
来
事
や
ク
リ
ス
マ
ス

イ
ベ
ン
ト
に
絡
ん
で
起
こ
る
様
々
な

事
件
を
爽
快
に
解
決
し
て
い
く
ミ
ス

テ
リ
ー
仕
立
て
の
小
品
で
す
。
と
は

い
え
、
色
々
な
ク
リ
ス
マ
ス
の
習
わ

し
が
物
語
の
根
底
に
潜
ん
で
お
り
、

謎
解
き
す
る
こ
と
で
ク
リ
ス
マ
ス
や

キ
リ
ス
ト
教
の
文
化
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
ク
リ
ス
マ

ス
の
豆
知
識
が
な
く
て
も
十
分
に
楽

し
め
る
一
冊
で
す
。

 
＊１月の記念逝去教役者

１日
３日
３日
３日
５日
６日
６日
10日
11日
12日
12日
15日
15日
17日
18日
18日
19日
22日
25日
27日
27日
27日

司 祭
司　祭
司 祭
主 教
司　祭
伝道師
司 祭
司　祭
宣教師
司 祭
宣教師
司　祭
司 祭
司　祭
宣教師
伝道師
司　祭
司 祭
司　祭
執 事
司 祭
伝道師

ウイリアム
パウロ

ウイリアム
ステパノ
ルデア
ヨシュア

オーガスチン
ジェシー
ヨハネ
ステラ
ヨハネ

ヨハネ
エセル
マリア
ペテロ

オーガスチン

グ レ イ
辻 井 　 亨
横 田 金 熊
オードレー
福島国五郎
武 田 八 重
小 南 晶 一
林 普 佐 夫
ヴォールズ
信 岡 修 吉
ダブルデー
寺 本 房 吉
中 野 忠 治
八代欽之允
ヒ ュ ー ス
津 口 和 子
宇野秀太郎
小 林 貞 治
大 原 辰 三
秋 田 温 人
松 田 真 澄
今 村 　 幸

１月の教区関係教役者
逝去記念聖餐式

日時　2022年１月６日（木）午前10：30
場所　神戸聖ミカエル大聖堂
司式　主教　小林　尚明
説教　司祭　上原　信幸

司
祭　

バ
ジ
ル　

八
　
代
　
　
　
智

The K
ing of K

ings
The K

ing of K
ings

ご
　
　
逝
　
　
去

祝
　
　
堅
　
　
信

クリスマス号

瀬
戸
内
伝
道
区

※中止の場合がございます。恐れ入りますが、
ご出席される方は、事前に教区事務所まで
お問合せ下さい。よろしくお願い致します。
教区事務所　TEL.078－351－5469

ク
リ
ス
マ
ス
お
す
す
め
文
庫

川
端
純
四
郎・関
谷
直
人
編
著

キ
リ
ス
ト
新
聞
社

『
ク
リ
ス
マ
ス
音
楽
ガ
イ
ド・

ク
リ
ス
マ
ス・シ
ー
ズ
ン
に

歌
い
た
い
音
楽
五
十
選
』

ア
ガ
サ・ク
リ
ス
テ
ィ
ー

早
川
書
房

『
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
の
星
』

ア
イ
ザ
ッ
ク・ア
シ
モ
フ

新
潮
文
庫

『
ク
リ
ス
マ
ス
十
二
の

ミ
ス
テ
リ
ー
』

2021年12月１日 発行（４）第72巻第12号（通算677号）　2021年12月１日 発行（１）第72巻第12号（通算677号）

（                                         

）

神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会
主
日
勤
務

八
代
学
院
理
事
長

（
司
祭 

平
野
一
郎
）

（
司
祭 

坪
井
　
智
）
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